
日貴族の生活
①正Is歳ぐらいで男性は(1. )如1生は (2. )の式をあげ` て賊人として
謳点。9c和ば以降、閉欝ゃ七夕如、野で毎年同じ時期こ行われる儀式

であ~(3. )が発展した。

R平時代以降人々は中国の宇宙観・哲学観であ否 (11-. )説に

基づく (s. )道の影響お、貴族は (6. )(])指元に従て、一定
さんしし

鞘賦、特定の建物の中で謹1颯芽~(7 )や凶の方角を避けて移敷する

(8. )なとの行をと某。

⑥3に毎加したときの経験を先例としで子孫に伝えるために、青族たちは8記
を記した。その日記は、争節ゃ日の吉凶が書ガれた(9. )の余白部分

に書き込まれた。

回摂即時知仏教・碗藍・信仰
げX,1!;-'りやく

①摂関時代‘の仏巷は、天台•真言の 2宦が圧仔蒻氾要力をもち現世利益を求
舷5貴族遵＜結Zf.'ついた。蒜、仏荼の根本経申で続； (10. )を書写

し、これをのちに伝えるため容客[=II. J におさめて把中に埋め~(12. ) 

も各如還まれた。

＠その一方で茄立薔各も進社丸昨：イムの仮の窓す俎ち(13. )で蒻と蕊

(14. )も生まれた。

I)神仏習合の風潮が進むl~:)t(て在来の神々はイムが佼に形匂‘えて現
れたものとす忍思想が生まれた力門汰を何というか？ （ ） 

③この時代‘には怨屋讀畠をまつることで讃駕吋祝藷な‘との整豆ガら逃れ

ようとする(It )が広まリ、 <16. 哀足た(17 J神社
ィさ力' ~ 

ゃ現在）＼坂神社と呼和てい~(18. )な四(19. )といゥ法合．

察礼が行われた。

(I)侑嘔信仰に基づ'<、法会ゃ怨礼在何といぅ？ （
 

9
)
 



回浄土の信仰
①現世利益を求める様々な信仰と並んで(al. }も流行してきた。おは、

ぉゃ

(21. )を信仰し、来世において極藁浮王に往生することを願ぅ巷ぇ

で醗。この信仰は(~. )によつでいそう強められた。j2とは仏表(/)

予言思想で、釈迦入浪‘ヵ'6I OC)()!i¥ 閤であ~(23 . )、次の1000年間である切． ） 

を経て、 (2s. )年沢‘ら（必． ）の世に至り仏法炉蓑える乱世といわ代ミ。

(1}阿弥陀仏を信仰し来世の極楽往生を願う教たは？ （ ） 
(2) (I)を広めることに迂な罷須Fを与えた、称洩口の死後ガら仏法が衰え、や力℃
仏法が浪泳世が乱れ志とした仏苓，思想~? ( ) 

心

RIOc半ばにく'17. >が寮の市で ~oを説ぃて (28. )とよ年、ついで
＜匁. > [ ]がqgs年に『30. 』を智して31.

41 

をo昌翠；(32. }に器極楽往騎方法を説疇。往生を遂げたとされる人々 (/)

伝記を集めたものである(33. )としては、く~- >が恒

』が最初で、他に<36. >(/)『37 げ蒻。

(l)民胴の浄表の始祖といわれ、IOc半ばには京の市で人々に念仏き勧めた
僧侶,~? ( ) 
l2)極楽往生を願い、r荊群可弥陀仏」を口に0昌えることを？ （ ） 
(3)延暦寺に学ひ液翌平(~念仏往生の方法を説嘩『往生幸集』を著した人
痴砂 ( ) 

③ 20の流行にともな＼＼、これ渇譴し匂蒻も美筍作品が数象こ企犀。10翌森．

く38. >が京都(~. 加建て~c知． ）は、
(41. ) (J)代表的遵襟である。父の{4j. >も20を信仰

して(43. )を逹てたが、現在は残‘只ていない。

(l) (fc以降阿弥陀仏を宅置する建物俎奮て改てたが、これを？（

切藤原頼通が(053年に建て記IJの代表的遺構は？（

＠如内の佐 ）像let"偉. >わ心（妬．

である。取←、往生はうとする人を仏が迎えにくる場面を柔した(47.

に描和たぷ紐I~r48. ..Jが結。

｝ 
）遥1這麟
）もさ訊
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